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南アルプスと 

歌舞伎の里 

2004

４ 
◇平成16年４月発行／大鹿村役場　◇印刷／龍共印刷株式会社 

私たちの村 平成16年03月末日現在　※（ ）内は前月比 

人口 1,383人(－8)／男 671人（－5）／女 712人（－3）／世帯数 578戸（－4） 

ホームページアドレス http://www.vill.ooshika.nagano.jp 
　　〃　　（観光） http://www.ooshika.com 

電子メールアドレス info@vill.ooshika.nagano.jp

大鹿中学校入学式 

大鹿小学校入学式 

大鹿保育所入園式 
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　平成１６年度一般会計予算及び特別会計予算が、３月定例村議会に上程され、可決されました。

　一般会計予算は、歳入歳出共、１９億３,０００万円となり、前年度当初予算に比べ額では１億２,５００万円、

率では６.１％の減となりました。　

　

歳
入
で
は
、
村
税
が
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
分
と
法
人
税
の
減
収
に
よ
り
減
額
。
三
位

一
体
の
改
革
に
よ
り
譲
与
税
及
び
交
付
金
が
微
増
、
地
方
交
付
税
及
び
臨
時
財
政
対
策
債
が

大
幅
に
減
り
、
国
県
補
助
金
の
保
育
所
運
営
費
等
が
一
般
財
源
化
の
た
め
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
県
支
出
金
は
補
助
事
業
の
減
少
の
た
め
減
額
と
な
り
、
村
営
水
道
特
別
会
計
の
繰
り
出

し
や
地
方
交
付
税
の
減
少
を
補
て
ん
す
る
た
め
基
金
繰
入
金
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳入歳入

平成16年度 

村の予算 

歳　入歳　入 

1,930,000万円万円 
（前年比△（前年比△6.1%） 

村債村債 
25,300万円万円 
13.1% 13.1% 

（△（△17.8%） 

諸収入諸収入 
3,341万円万円 
1.7% 

（△（△0.6%） 

繰越金繰越金 
3,000万円万円 
1.6%  1.6%  
（0.0%） 

繰入金繰入金 
17,942万円万円 
 9.3%  9.3% 

（59.6%） 
寄附金寄附金 
10万円万円 
0.0% 0.0% 

（△（△50.0%） 

財産収入財産収入 
545万円万円 
0.3% 0.3% 

（△（△10.3%） 

県支出金県支出金 
18,016万円万円 
 9.3%  9.3% 

（△（△31.7%） 

国庫支出金国庫支出金 
6,847万円万円 
3.6% 3.6% 

（2.3%） 

使用料及び手数料使用料及び手数料 
3,462万円万円 
1.8% 1.8% 

（△（△3.5%） 

分担金及び負担金分担金及び負担金 
141万円万円 
0.1% 0.1% 

（△（△60.0%） 

地方交付税地方交付税 
84,000万円万円 
43.5% 

（△（△4.5%） 

地方特例交付金地方特例交付金 
150万円万円 
0.1%  

（△（△57.1%） 

自動車取得税交付金自動車取得税交付金 
1,200万円万円 
0.6%  0.6%  

（△（△0.8%） 

地方消費税交付金地方消費税交付金 
1,290万円万円 
0.7% 

 （6.6%） 

株式等譲渡所得割交付金株式等譲渡所得割交付金 
10万円万円 
0.0%

配当割交付金配当割交付金 
10万円万円 
0.0%

利子割交付金利子割交付金 
90万円万円 
0.1%  

（12.5%） 

地方譲与税地方譲与税 
2,870万円万円 
1.5%  1.5%  

（10.8%） 

村税村税 
24,776万円万円 
12.8%  12.8%  

（△（△4.9%） 

（ ）内前年比 

村債 
25,300万円 
13.1% 

（△17.8%） 

諸収入 
3,341万円 
1.7% 

（△0.6%） 

繰越金 
3,000万円 
1.6%  
（0.0%） 

繰入金 
17,942万円 
 9.3% 

（59.6%） 
寄附金 
10万円 
0.0% 

（△50.0%） 

財産収入 
545万円 
0.3% 

（△10.3%） 

県支出金 
18,016万円 
 9.3% 

（△31.7%） 

国庫支出金 
6,847万円 
3.6% 

（2.3%） 

使用料及び手数料 
3,462万円 
1.8% 

（△3.5%） 

分担金及び負担金 
141万円 
0.1% 

（△60.0%） 

地方交付税 
84,000万円 
43.5% 

（△4.5%） 

地方特例交付金 
150万円 
0.1%  

（△57.1%） 

自動車取得税交付金 
1,200万円 
0.6%  

（△0.8%） 

地方消費税交付金 
1,290万円 
0.7% 

 （6.6%） 

株式等譲渡所得割交付金 
10万円 
0.0%

配当割交付金 
10万円 
0.0%

利子割交付金 
90万円 
0.1%  

（12.5%） 

地方譲与税 
2,870万円 
1.5%  

（10.8%） 

村税 
24,776万円 
12.8%  

（△4.9%） 

歳　入歳　入 
 

歳　入歳　入 歳　入 
193,000万円 
（前年比△6.1%） 

一般会計の歳入内訳表
主 な 内 容予 算 額

（単位：万円）歳 入

○村民税○法人税○固定資産税○軽自動車税○村たばこ税○入湯税24,776村 税

○国・県税の一部を基準に基づき譲与・交付されるもの5,620譲与税・交付金

○県及び市町村が標準的な一定水準の行政事務を遂行するために必要な経費のうち、村税・譲与税・交付金等の収入見込み額で賄えない財源不足額について国税を一定割合の額で公平に補填するもの84,000地方交付税

○老人施設入所者負担金○ＣＡTV加入負担金141分担金及び負担金

○CATV使用料○保育所使用料○牧場・家畜診療所使用料○村営・教員住宅使用料○博物館使用料○燃やすごみ処理手数料3,462使用料及び手数料

○身体障害者保護費○老人福祉施設入所費○児童手当○国保・老人保健医療費○災害復旧事業○高齢者生活福祉センター増築工事○合併浄化槽設置○福徳寺屋根葺き替え事業○参議院選挙費6,847国庫支出金

○身体障害者保護費○老人福祉施設入所費○電源立地地域対策交付金○地籍調査事業○廃止代替バス運行委託○ヘリポート整備事業○在宅福祉事業○高齢者生活福祉センター運営費○福祉医療費
18,016県支出金

○在宅介護支援センター運営○合併浄化槽設置○新山振事業（大西公園整備・都市との交流他）○いちご溶液ハウス設置○堆肥舎整備○林道開設・改良・舗装事業○造林・間伐事業○緊急雇用創出事業（道路環境整備）○統計調査

○村有土地建物貸付収入○基金利子○村有財産売払い収入545財産収入

○歌舞伎寄付金10寄 附 金

○減債基金○文教施設整備基金○公共施設等整備基金○財政調整基金○高齢者福祉基金○森林整備基金17,942繰 入 金

○前年度繰越金3,000繰 越 金

○分収造林受託事業○砂利採取協力金○国道改良補償金（防火水槽）○介護給付費3,341諸 収 入

○過疎対策事業債○臨時財政対策債○災害復旧事業債25,300村 債

193,000計



予備費 
1,000万円 
0.5% 

（0.0%） 
諸支出金 
627万円 
0.3% 
（1.5%） 

公債費 
43,624万円 
22.6% 
（3.4%） 

災害復旧費 
1,065万円 
0.6% 

（△64.1%） 

教育費 
13,428万円 
7.0% 

（△7.0%） 

消防費 
7,720万円 
4.0% 
（4.2%） 

土木費 
16,073万円 
8.3% 

（13.4%） 

商工費 
3,355万円 
1.7% 

（△25.8%） 

農林水産業費 
27,299万円 
14.1% 

（△37.2%） 

衛生費 
27,142万円 
14.1% 

（17.5%） 

民生費 
26,241万円 
13.6% 
（8.1%） 

総務費 
22,774万円 
11.8% 

（△7.2%） 

議会費 
2,652万円 
1.4% 

（△4.8%） 

予備費 
1,000万円 
0.5% 

（0.0%） 
諸支出金 
627万円 
0.3% 
（1.5%） 

公債費 
43,624万円 
22.6% 
（3.4%） 

災害復旧費 
1,065万円 
0.6% 

（△64.1%） 

教育費 
13,428万円 
7.0% 

（△7.0%） 

消防費 
7,720万円 
4.0% 
（4.2%） 

土木費 
16,073万円 
8.3% 

（13.4%） 

商工費 
3,355万円 
1.7% 

（△25.8%） 

農林水産業費 
27,299万円 
14.1% 

（△37.2%） 

衛生費 
27,142万円 
14.1% 

（17.5%） 

民生費 
26,241万円 
13.6% 
（8.1%） 

総務費 
22,774万円 
11.8% 

（△7.2%） 

議会費 
2,652万円 
1.4% 

（△4.8%） 

歳　出 歳　出 
193,000万円 
（前年比△6.1%） 

歳　出 
193,000万円 
（前年比△6.1%） 

（ ）内前年比 

（単位：万円）各会計予算概要
増減率
（％）

増 減 額
平成15年度
当初予算額

平成16年度
当初予算額

会 計

6.1△12,500△205,500193,000一般会計

22.8△3,465△15,19611,731
国民健康保
険特別会計

1.214812,60612,754
診 療 所
特別会計

31.08,39727,08235,479
村営水道
特別会計

15.5△585△3,7723,187
授 産 所
特別会計

3.6△866△24,04723,181
老人保健医
療特別会計

0.912714,06714,194
介護保険
特別会計

2.9△8,744△302,270293,526合 計

3

一般会計の費目別主要事業
主 な 事 業 名

予 算 額
（単位：万円）

歳出

○議会運営2,652議 会 費

○参議院議員選挙○村長選挙○村外通勤者補助○交通安全対策○地籍
調査事業○農林業センサス

22,774総 務 費

○高齢者生活福祉センター運営○在宅介護支援センター運営○介護保険事業○
デイサービス運営・ヘルパー派遣委託○高齢者生活福祉センター増築事業

26,241民 生 費

○各種検診事業○し尿・ごみ処理事業○合併浄化槽・生ゴミ処理機設
置補助○環境パトロール○上蔵・釜沢地区簡易水道改良事業繰出し金

27,142衛 生 費

○獣害防止対策○いちご溶液ハウス設置補助○堆肥舎整備補助○林道開設・改良・
舗装事業○造林・間伐事業○新山振事業（大西公園整備・都市との交流他）

27,299
農林水産
業 費

○観光情報の受発信○廃止代替バス運行委託○観光施設運営・管理・イ
ベントの実施○鳥倉林道終点トイレ設置事業○商工会・観光協会補助

3,355商 工 費

○村道改良舗装事業○緊急雇用創出事業（道路環境整備）16,073土 木 費

○常備・非常備消防業務○山岳遭難救助業務○ヘリポート整備事業○
災害備蓄倉庫整備事業○防火水槽設置事業（国道改良補償）

7,720消 防 費

○小中学校教育○高校通学補助○福徳寺屋根葺替事業○歌舞伎伝承事
業○小学校パソコン整備事業○公民館活動事業

13,428教 育 費

○災害復旧事業（南山線・入谷）1,065
災 害
復 旧 費

○長期債償還元金・利子43,624公 債 費

○基金利子積立627諸支出金

1,000予 備 費

193,000計

　

歳
出
で
は
、
施
設
整
備
等
の
投
資
的
な
事
業
費
が
一
億
五
百
九
十

九
万
円
（
一
九
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
山
振
事
業

の
集
落
道
改
良
の
完
了
・
林
道
の
開
設
改
良
事
業
の
減
少
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
の
他
に
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
増
築
・
大
西
公

園
の
整
備
等
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
新
山
振
事
業
に
よ
る
都
市
へ
の
Ｐ
Ｒ
事
業
、
森

と
環
境
を
考
え
る
委
員
会
活
動
に
よ
る
森
林
づ
く
り
事
業
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

村
営
水
道
特
別
会
計
で
は
、
上
蔵
・
釜
沢
地
区
の
水
道
改
良
事
業

を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
係
る
繰
出
し
金
が
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

又
、
今
後
の
財
政
事
情
を
考
慮
し
て
、
特
別
職
の
給
与
及
び
議
員

報
酬
の
削
減
、
助
役
と
一
般
職
員
七
名
を
減
ら
し
、
個
人
や
各
種
団

体
等
の
補
助
金
も
一
部
減
額
し
ま
し
た
。

※三位一体の改革

地方財政の改革において「補助金の削減・地方交付税の改革・

税源の移譲」を同時に進めようとする考え方。地方財政のス

リム化と地方自治体の裁量権拡大を同時にめざすもの。

大鹿村の影響額（当初予算ベース）

　補助金の削減　　　△ 1,345万円 　（保育所運営費等）

　地方交付税の改革　△ 9,000万円 （臨時財政対策債含む）

　税源移譲　　　　　　 250万円 （所得税交付金等の創設）

　　差引額　　　　　△1億95万円

歳出歳出



4議 会 だ よ り

議
案
第
一
号　

議
会
の
議
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て 

（
可
決
）

・
議
員
の
報
酬
を
議
長
、
副
議
長

は
一
〇
％
、
そ
の
他
の
議
員
は

八
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
二
号　

特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

・
教
育
委
員
を
は
じ
め
非
常
勤
の

委
員
等
の
報
酬
を
五
％
ほ
ど
減

額
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
三
号　

大
鹿
村
特
別
職
の

職
員
で
常
勤
の
者
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て 

（
可
決
）

・
村
長
を
は
じ
め
四
役
の
給
料
を

一
五
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
四
号　

大
鹿
山
岳
遭
難
救

助
隊
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 
（
可
決
）

・
救
助
隊
の
訓
練
手
当
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
五
号　

大
鹿
村
若
者
定
住

促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て 

（
可
決
）

・
結
婚
祝
金
と
仲
介
報
償
金
の
支

給
を
取
り
止
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
六
号　

大
鹿
村
営
水
道
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て 

（
可
決
）

・
釜
沢
簡
易
水
道
を
大
河
原
簡
易

水
道
に
統
合
、
水
道
料
金
、
加

入
負
担
金
に
消
費
税
が
加
算
さ

れ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
七
号　

平
成
十
五
年
度
大

鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六

号
）
に
つ
い
て 

（
可
決
）

議
案
第
八
号　

平
成
十
五
年
度
大

鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

議
案
第
九
号　

平
成
十
五
年
度
大

鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）
に
つ
い
て 
（
可
決
）

議
案
第
十
号　

平
成
十
五
年
度
大

鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）
に
つ
い
て 

（
可
決
）

議
案
第
十
一
号　

平
成
十
五
年
度

大
鹿
村
授
産
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て 
（
可
決
）

議
案
第
十
二
号　

平
成
十
五
年
度

大
鹿
村
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

議
案
第
十
三
号　

平
成
十
五
年
度

大
鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

議
案
第
十
四
号　

平
成
十
六
年
度

大
鹿
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

議
案
第
十
五
号　

平
成
十
六
年
度

大
鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て 

（
可
決
）

議
案
第
十
六
号　

平
成
十
六
年
度

大
鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て 

（
可
決
）

議
案
第
十
七
号　

平
成
十
六
年
度

大
鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て 

（
可
決
）

議
案
第
十
八
号　

平
成
十
六
年
度

大
鹿
村
授
産
所
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て 

（
可
決
）

議
案
第
十
九
号　

平
成
十
六
年
度

大
鹿
村
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て 

（
可
決
）

議
案
第
二
十
号　

平
成
十
六
年
度

大
鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て 

（
可
決
）

議
案
第
二
十
一
号　

南
信
州
広
域

連
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

・
特
養
阿
南
荘
に
あ
る
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
広
域

連
合
の
業
務
か
ら
外
す
も
の
で
す
。

議
案
第
二
十
二
号　

教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
に
つ
い
て 

（
可
決
）

（
別
掲
に
な
り
ま
す
）

議
案
第
二
十
三
号　

大
鹿
村
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
に
つ

い
て 

（
可
決
）

下
原
實
雄
さ
ん
（
再
任
）

任
期　

十
六
年
三
月
十
五
日

　
　
　

〜
十
九
年
三
月
十
四
日

議
案
第
二
十
四
号　

建
設
工
事
変

更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

 

可
決
）

・
大
河
原
簡
易
水
道
工
事
の
増
額

変
更
契
約

○
す
べ
て
の
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
年
金
制
度
の
確
立
を
求
め

る
陳
情
書 

（
継
続
審
査
）

付
議
事
件

平
成　

年
３
月 　
　
　
　
　

１６
大
鹿
村
議
会
定
例
会
報
告

　

三
月
大
鹿
村
議
会
定
例
会
が
三
月
八
日
か
ら
十
七
日
ま

で
、
十
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
付
議
事
件
二

十
四
件
、
議
員
発
議
一
件
が
上
程
さ
れ
、
全
議
案
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
、
議
員
発
議
は
可
決
さ
れ
て
、
国
に
意
見

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
は
、
四
人
の

議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

発
議
第
一
号　

「
三
位
一
体
改
革
」

と
地
方
税
財
政
の
確
立
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て 

（
可
決
）

・
国
庫
補
助
金
や
地
方
交
付
税
の

削
減
が
先
行
し
た
「
三
位
一
体

改
革
」
に
対
し
、
地
方
の
実
情

や
国
土
保
全
に
果
た
し
て
い
る

公
益
的
な
役
割
を
重
視
し
、
そ

れ
に
応
じ
た
税
源
移
譲
な
ど
財

源
調
整
を
強
く
求
め
る
も
の
。

議
員
発
議

請　
　

願

○「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」

の
堅
持
に
関
す
る
請
願
書

 

（
採
択
）

陳
情 
・ 
要
望

教
育
長
に
間
瀬
公
夫
さ
ん（
再
任
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
の
同

意
を
得
て
間
瀬
公
夫
さ
ん
が
教
育

委
員
と
な
り
、
後
日
の
教
育
委
員

会
で
教
育
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
十
六
年
四
月
一
日

か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

の
四
年
間
で
す
。



5 議 会 だ よ り

平成１６年度　村の単独補助事業改正について

平成１６年４月１日より、村の単独補助事業が
次のように改正されます。

１６年 度１５年 度事 業 名

廃止50,000円結 婚 祝 金

廃止50,000円
結 婚 仲 介
報 償 金 事 業

廃止
障害者等のタクシー利用
料を補助

福 祉 タ ク シ ー
利 用 補 助

廃止
６５歳以上の寝たきり高
齢者等にベッド、車椅子
を無償で貸与

老 人 福 祉 日 常
生 活 用 具 貸 与

（新設）６５歳以上の介護
保険の認定を受けた低所
得者等にベッド、車椅子
を無償で貸与

－福 祉 用 具 貸 与

介護保険でベッド及び車
椅子の貸与を受けている
者で前年の所得税が非課
税の者

介護保険でベッド及び車
椅子の貸与を受けている
者

福祉用具の利用料
給 付 事 業
（対象者の変更）

月額　18,000円月額　20,000円村外通勤費補助

月額　18,000円月額　20,000円
高等学校等通学
バス運賃補助金
＊詳細は10ページ

米政策改正により廃止１／２補助
とも補償負担金
補 助

利率３％以内で
１／２利子補給

利率３％以内利子補給
商 工 関 係 資 金
利 子 補 給 事 業

一
般
質
問

「
松
下　

隆
夫
議
員
」

＊
村
有
林
の
財
産
管
理
に
伴
う
境

界
に
つ
い
て
昔
の
絵
図
面
な
ど

を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

（
村
長
）　

所
有
者
の
転
出
な
ど
に

よ
り
、
境
界
確
認
は
困
難
な
状
況

に
あ
る
。
林
相
か
ら
あ
る
程
度
は

判
断
で
き
る
し
、
地
図
情
報
も
有

効
に
使
っ
て
い
き
た
い
。

「
熊
谷　

英
俊
議
員
」

＊
松
川
町
と
の
合
併
協
議
は
長
期

的
展
望
を
し
っ
か
り
も
っ
て
欲

し
い
。

（
村
長
）　

歴
史
の
経
過
の
中
で
、

こ
の
時
期
に
合
併
の
研
究
を
し
な

い
で
過
ご
し
た
と
は
言
わ
れ
た
く

な
い
。
長
や
議
会
の
み
で
決
定
で

き
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
住
民
の

意
志
、
意
見
が
重
要
で
あ
る
。

＊
大
鹿
歌
舞
伎
の
存
続
の
方
向
に

つ
い
て

（
村
長
）　

文
化
の
伝
承
は
あ
る
意

味
封
建
的
な
と
こ
ろ
も
有
る
。
役

者
、
裏
方
が
少
な
い
な
ど
の
苦
労

が
あ
る
の
で
、
後
継
者
対
策
を
す

す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

＊
保
育
所
の
運
営
費
補
助
が
減
ら

さ
れ
た
が
、
公
立
で
の
存
続
を

望
み
た
い
が
。

（
村
長
）　

当
面
民
営
化
す
る
こ
と

は
な
い
。
自
立
し
て
い
く
と
き
は

考
え
る
必
要
が
で
る
か
も
し
れ
な

い
。

＊
観
光
立
村
を
目
指
し
て「
お
客
様

優
先
」の
意
識
改
革
に
つ
い
て

（
村
長
）　

時
代
の
流
れ
が
そ
う
向

い
て
い
る
。
観
光
事
業
に
携
わ
っ

て
い
る
人
は
勿
論
、
住
民
も
行
政

も
お
客
様
優
先
の
意
識
を
も
っ
て

応
対
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
協
働

の
精
神
が
必
要
で
あ
る
。

＊
小
渋
ダ
ム
排
砂
事
業
に
つ
い
て

（
村
長
）　

工
種
、
工
程
が
変
更
さ

れ
て
い
る
。
知
事
は
美
和
ダ
ム
の

結
果
を
見
て
判
断
す
る
と
言
っ
て

い
る
。

「
今
井　

償
議
員
」

＊
産
業
振
興
と
森
林
行
政
に
つ
い

て（
森
林
整
備
と
雇
用
に
つ
い
て
）

（
村
長
）
村
と
し
て
は
補
助
事
業
を

活
用
し
て
整
備
に
努
め
て
い
る
。
私

有
林
の
整
備
に
も
補
助
を
し
て
努

力
し
て
い
る
。
今
後
も
計
画
的
に

整
備
を
進
め
た
い
。

「
矢
沢　

正
議
員
」

＊
合
併
問
題
に
伴
う
村
民
の
意
志

の
確
認
方
法
に
つ
い
て

（
村
長
）
懇
談
会
で
多
く
の
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
意
思
確
認
の
方
法

は
議
会
と
も
協
議
し
て
決
め
て
い

き
た
い
。

＊
大
西
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

（
産
建
課
長
）
雨
沢
の
合
流
点
付
近

を
整
備
す
る
よ
う
検
討
委
員
会
で

検
討
し
て
い
る
。

＊
文
化
財
及
び
自
然
環
境
の
保
全

に
つ
い
て

（
村
長
）
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い

て
は
専
門
の
方
の
意
見
を
聞
く
必

要
が
あ
ろ
う
。
鳥
倉
の
整
備
は
行

政
が
行
う
の
で
は
な
く
民
間
で
計

画
が
あ
れ
ば
支
援
し
て
い
く
。



6

平
成
十
六
年

人

事

異

動

　

転　

入

　

高
坂　

敏
昭

 

（
長
野
西
部
中
学
校
）

　

西
村　
　

昇 

（
上
郷
小
学
校
）

　

牧
野
有
紀
子

 

（
長
野
市
立
三
本
柳
小
学
校
）

　

沢
柳　

裕
美 

（
高
森
中
学
校
）

　

転　

出

　

倉
澤　

邦
弘

 

（
西
春
近
南
小
学
校
）

　

松
川　
　

博 

（
山
本
小
学
校
）

　

宮
下　

伸
治（
高
森
南
小
学
校
）

　

松
澤　

清
人（
旭
ヶ
丘
中
学
校
）

　

桑
村　

徳
浩

 

（
阿
智
村
立
第
二
小
学
校
）

　

転　

入

　

竹
松　

千
寿

 

（
大
町
市
立
第
一
中
学
校
）

　

宮
澤　

美
夏（
七
久
保
小
学
校
）

　

転　

出

　

宮
澤　
　

剛（
緑
ヶ
丘
中
学
校
）

　

窪
田　

訓
子 

（
飯
島
小
学
校
）

　

辞　

任

　

峯
澤　
　

守
（
助
役
）

　

退　

職

　

吉
川　

詩
子

（
保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

長
兼
在
宅
介
護
専
門
員
）

　

下
原　
　

巧

 

（
産
業
建
設
課
管
理
係
）

　

古
瀬　

真
穂（
総
務
課
財
政
係
）

　

浮
島　
　

聡

 

（
産
業
建
設
課
商
工
観
光
係
長
）

　

菅
沼
佐
知
子（
住
民
課
住
民
係
）

　

田
中　
　

靖

 

（
産
業
建
設
課
建
設
係
）

　

清
水　

裕
文（
大
鹿
村
授
産
所
）

　

派
遣
研
修
終
了

　

吉
田　

敏
二

（
南
信
州
広
域
連
合
飯
田
広

域
消
防
本
部
）

　

異　

動

住
民
課
長
兼
生
活
環
境
係
長

　

松
澤　

武
裕

 

（
住
民
課
長
兼
住
民
係
長
）

保
健
福
祉
課
長
兼
大
鹿
保
育
所

長
、
福
祉
係
長

　

島
崎　

英
三

　

（
保
健
福
祉
課
長
兼
福
祉
係
長
）

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付

　

退　

職

　

光
沢　

英
文

平
成
十
六
年
四
月
一
日
付

　

転　

入

　

中
島　

彰
彦
（
宮
田
郵
便
局
）

　

転　

出

　

中
屋　
　

忍

　
 

（
上
高
地
治
山
事
業
所
）

　

転　

入　

な
し

　

転　

入

　

岡
本　
　

明（
駒
ヶ
根
市
役
所
）

　

転　

出

　

加
藤　

秀
章

（
静
岡
国
道
事
務
所
、富
士
国

道
維
持
出
張
所
）

　

平
成
十
六
年
度
大
鹿
村
消
防
団

幹
部
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

団　
　

長 

松
尾　
　

勲

副

団

長 

小
塩　

宗
樹

分

団

長 

森
下　
　

隆

副
分
団
長 

葛
西　

孝
一

副
分
団
長 

平
瀬　

定
雄

機

関

長 

足
助　

義
則

ラ
ッ
パ
長 

田
中　

康
啓

救

護

長 

板
山　
　

浩

第
１
班
長 

中
村　

章
映

第
２
班
長 

湯
澤　

信
行

第
３
班
長 

榎
本　

眞
吾

十
六
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
火
は
消
し
た
？

い
つ
も
心
に

聞
い
て
み
て
」

　

退　

職

　

大
島　

桂
子

 

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

　

長
尾　

良
子

 

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

　

臨
時
職
員
採
用

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

大
島　

桂
子

役 
場 
関 
係

中
学
校
関
係

小
学
校
関
係

大
鹿
郵
便
局

小
渋
川
治
山
事
業
所

消
防
団
関
係

国
土
交
通
省　
　
　
　
　

天
竜
川
上
流
工
事
事
務
所

小
渋
川
砂
防
出
張
所　
　

大
鹿
村
社
会
福
祉
協
議
会

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

産
業
建
設
課
商
工
観
光
係
長

　

吉
田　

敏
彦

 

（
産
業
建
設
課
管
理
係
長
）

産
業
建
設
課
管
理
係
長

　

古
瀬　

嘉
昭

 

（
農
業
委
員
会
事
務
局
係
長
）

農
業
委
員
会
事
務
局
係
長

　

磯
部　

孝
行

 

（
住
民
課
環
境
衛
生
係
長
）

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係
長
兼
大

鹿
村
立
診
療
所
事
務

　

北
澤　
　

誠

 

（
大
鹿
村
立
診
療
所
事
務
）

住
民
課
住
民
係
長

　

吉
田
枝
利
子

 

（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
）

大
鹿
保
育
所
長
補
佐

　

小
塩　

明
美
（
大
鹿
保
育
所
）

　

派
遣
研
修

　

総
務
課　

宮
島　
　

悟

（
南
信
州
広
域
連
合
飯
田
広

域
消
防
本
部
）

　

臨
時
職
員
採
用

保
健
福
祉
課
兼
大
鹿
村
立
診
療
所

　

吉
川　

詩
子

住
民
課
兼
収
入
役
室

　

菅
沼
佐
知
子

大
鹿
村
立
診
療
所
兼
保
健
福
祉
課

　

葛
西　

綾
乃

大
鹿
村
授
産
所

　

毛
利　

雅
行
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　平成１６年２月１日、ふるさとの素

晴らしい景観形成に貢献されたこと

に対し、大鹿さくらの会が飯伊地域

景観推進会議会長及び下伊那地方事

務所長より表彰されました。

　

大
鹿
村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

昨
年
十
一
月
に
執
行
さ
れ
ま
し
た

第
四
十
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
お
い
て
、選
挙
の
適
正
な
執
行
、

投
票
率
の
向
上
と
明
る
い
選
挙
の

推
進
を
認
め
ら
れ
、
総
務
大
臣
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
臣
表
彰
は
、
県
下
で

は
本
村
と
中
野
市
選
管
と
の
二
団

体
が
受
賞
（
個
人
は
三
名
）
し
、

三
月
二
十
六
日
中
村
県
選
挙
管
理

委
員
長
よ
り
伝
達
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
は
、
村
民
有
権
者
の

皆
さ
ん
の
高
い
意
識
の
結
果
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
、
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

今
後
も
明
る
い
選
挙
と
選
挙
の

適
正
な
執
行
に
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
」

「
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
」 

「
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
」

「
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
」 

「
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
」 

こんにちは保健師です こんにちは保健師です こんにちは保健師です こんにちは保健師です 

一
、
お
題　
　

「
歩
み
」

＊　

歩
の
文
字
を
使
用
し
て
い

れ
ば
結
構
で
す
。　

二
、
詠
進
要
領

①
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
で
一
人
一
首
、
未
発
表
の
も

の
②
書
式
は
、半
紙
を
横
長
に
用
い
、

図
の
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

③
用
紙
は
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く

だ
さ
い
。

三
、
注
意
事
項

　

次
の
場
合
は
失
格
と
な
り
ま
す
。

①
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場

合

　誰でも手軽にできるウォーキング。歩く事が少なくなった現

代人にとって心と体のリフレッシュには、まさにウォーキング

が最適です。この季節、大鹿村の自然を楽しみながら自分のペー

スで歩いてみましょう！

やってみましょう！

 （足・腰の痛い方は無理し

ないで）

　膝と膝の間にタオルをはさ

んで歩いてみましょう。タオ

ルを落とさずに歩けますか？

　難しいと感じた方、脚の内

側の筋力アップが必要です。

普段から、意識してＯ脚にな

らないように歩きましょう。

②
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場

合
③
す
で
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
と
著

し
く
類
似
し
た
短
歌
等

四
、
詠
進
の
期
間

　

お
題
発
表
の
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
（
消
印
有
効
）

五
、
郵
便
の
あ
て
先

「
〒
一
〇
〇
―
八
一
一
一　

宮
内

庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

六
、
そ
の
他

　

詳
し
い
内
容
は
、
役
場
総
務
課

に
チ
ラ
シ
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
鹿
さ
く
ら
の
会
が 

　
飯
伊
地
域
景
観
賞
受
賞 

【
平
成
十
七
年
歌
会
始
の

　
　

お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
に
つ
い
て
】

お
題
「
歩
み
」

お
題
「
歩
み
」 

　
　
×
×
×
×
×
×

　
　
×
×
×
×
×
× 

　
　
×
×
×
×
×
×

　
　
×
×
×
×
×
× 

  

　
　
　
　
（
山
折

　
　
　
　
（
山
折) 

　
〒
　
〒 

　
住
所

　
住
所 

　
電
話
番
号

　
電
話
番
号 

　
　
　

　
　
　 

ふ
り
が
な
・
氏
名

ふ
り
が
な
・
氏
名 

　
　
　
生
年
月
日

　
　
　
生
年
月
日 

　
　
　
　
　
職
業

　
　
　
　
　
職
業 

 

お
題
「
歩
み
」 

　
　
×
×
×
×
×
× 

　
　
×
×
×
×
×
× 

  

　
　
　
　
（
山
折) 

　
〒 

　
住
所 

　
電
話
番
号 

　
　
　 

ふ
り
が
な
・
氏
名 

　
　
　
生
年
月
日 

　
　
　
　
　
職
業 

 

書式図（横長） 

歩 
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国民年金保険料 

将
来
の
安
心
、

将
来
の
安
心
、
国
　
　
　

国
　
　
　 

将
来
の
安
心
、
国
民
年
金 

毎年度 
申請が 
必要 

●
ご
存
知
で
す
か
？ 

学
生
も
二
十
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料
納
付
が
法
律
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

と
は
い
え
、
収
入
の
な
い
学
生
が
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
困
難
! ! 

そ
こ
で
… 

※
学
生
納
付
特
例
制
度
の
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、 

　
大
鹿
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
ま
た
は
飯
田
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
。 

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
後
払
い 

学
生
納
付
特
例
制
度 

住
民
票
の
あ
る
市
町
村
役
場
へ 

申
請
書
を
提
出
↓
承
認 

在
学
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。 

「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」 が　

　
　
　
　

社
会
保
険
庁
か
ら
届
き
ま
す

四
月
の
上
旬
に

　

平
成
十
六
年
三
月
時
点
に
お
い
て
、国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
で

あ
る
方
に
は
四
月
の
上
旬
に
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」（
以
下：

納
付
書
）
が
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
（
口
座
振
替
を
さ
れ
て
い

る
方
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
）。
納
付
書
に
現
金
を
添
え
て
、
記
載
さ
れ

て
い
る
納
付
期
限
ま
で
に
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
必
ず
納
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

免
除
の
方
に
は

　

平
成
十
六
年
六
月
ま
で
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
に
は

全
額
免
除
者 

� 

十
六
年
七
月
分
〜
九
月
分
納
付
書
（
月
額
一
三
、 三
〇

〇
円
）
の
み
送
付
さ
れ
ま
す
。

半
額
免
除
者 

� 

十
六
年
四
月
分
〜
六
月
分
は
半
額
納
付
書
（
月
額
六
、

 
六
五
〇
円
）
と
十
六
年
七
月
分
〜
九
月
分
納
付
書
（
月

額
一
三
、 三
〇
〇
円
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

就
職
し
た
方
は

　

四
月
か
ら
就
職
し
て
、
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
し
た
方
は
、
平

成
十
六
年
四
月
分
以
降
の
国
民
年
金
保
険
料
は
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
納
付
書
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
金
で
納
付
さ
れ
る
方
に
は

　

国
民
年
金
保
険
料
に
は
一
年

分
ま
た
は
六
ヵ
月
分
ま
と
め
て

納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険

料
が
割
り
引
か
れ
る
大
変
お
得

な
「
前
納
」
が
あ
り
ま
す
。
一

年
前
納
し
た
場
合

と
六
ヵ
月
前
納
し

た
場
合
の
割
引
額

は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方

は
、
毎
年
四
月
の

上
旬
に
社
会
保
険

庁
（
社
会
保
険
事

務
所
）
か
ら
送
ら

れ
る
「
国
民
年
金

保
険
料
納
付
案
内

書
」
に
前
納
用
の
納
付
書
が
添

付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

お
得
な
前
納
の
ご
利
用
を

 

お
得
な
前
納
の
ご
利
用
を

１年前納（毎年４月に納付）

毎月納めた場合 � １５９，６００円

１年前納の場合 � １５６，７７０円
�

割引額　２，８３０円

６ヵ月前納（毎年４・10月に納付）

毎月納めた場合　 � ７９，８００円

６ヵ月前納の場合 � ７９，１５０円
�

割引額　６５０円



備 考3 月2 月１月12月11月10月9 月8 月7 月6 月5 月4 月
課税月

税目

年4回4期3期2期1期
個人村県民税
（ 普 通 徴 収 ）

毎月10期9期8期7期6期5期4期3期2期1期1２期1１期
個人村県民税
（ 特 別 徴 収 ）

年4回4期3期2期1期固 定 資 産 税

年1回1期軽 自 動 車 税

毎月1２期1１期10期9期8期7期6期5期4期3期2期1期国民健康保険税

9

税
務
だ
よ
り

税
務
だ
よ
り 
税
務
だ
よ
り

税
務
だ
よ
り 
税
務
だ
よ
り 

平成16年 
4月号 

　安全で便利な振替納税－今やキャッシュレス時代。振替納

税（口座引き落とし）は、現金を持ち歩く必要のなく安全で大

変便利です。

　うっかり納税を忘れてしまうこともなく、納税した事が預

貯金通帳にも記載されます。

　手続きは簡単です。村内の場合はJAみなみ信州大鹿支所・

鹿塩支所、大鹿郵便局、鹿塩郵便局、飯田信用金庫大島支店

の各金融機関の窓口、又は村役場税務係にお申し出下さい。

  現在村税をはじめ、その他の料金等を口座振替されている

方は課税当初に発行される納付書等により月々の振替額をご

確認いただき、振替日2～3日前までに口座に準備をお願いい

たします。なお、毎月ごとの領収書は発行されませんので、

金融機関の通帳を記帳していただき、ご確認をお願いします。

　『お勧めします。安全で便利な振替納税を！』

　個人住民税は、前年（1月1日から12月3１日まで）の所得

額を基礎として計算され、納付方法は個人が年４回に分けて

納付する普通徴収と、会社に勤務されている方で会社から給

与天引きされる特別徴収の２つがあります。（住民税はどち

らも６月が１期になります。）

　会社を退職された場合には、会社から退職の申請書が村に

提出されるか、ご本人の申請により普通徴収に切り替えます。

この申請が遅れますと､普通徴収の税額に大きく影響いたし

ますので、会社を退職されて次の会社にそのまま特別徴収を

　身体障害者等が、平成16年3月31日までに取得した軽自動

車等で減免の申請をされる方の減免申請期間等は下記のとお

りです。

① 申請期間

4月1日（木）～4月26日（月）    土日曜日は除く

② 申請場所

大鹿村役場　総務課

③ 必要な書類

◎　減免申請書　（総務課にあります）

◎　身体障害者手帳

◎　運転免許証

◎　自動車検査証

◎　印鑑

＊なお、自動車税を減免されている方は、軽自動車税は減免

できません。また、減免できる台数は1台です。

＊減免される車両は、身体障害者の方が所有されている車両

で、本人が運転、若しくは、もっぱら身体障害者の方が通

院等に使用するために身内の方が運転される場合が該当と

なります。

＊個人住民税の特別徴収は、会社勤めの方で、毎月の給与から源泉税等を天引きされている方です。
　（特別徴収の場合は、6月から翌年5月までの12ヶ月が1年分の課税月となります。網掛け部分は、前年分となり
ます。）

＊国民健康保険税は、4月から6月まで仮算定、7月に本算定となり年間の額が確定されます。

継続できる方以外は、村役場総務課税務係までお早目にお知

らせくださいますようお願いします。

　また、新たに就職をされた場合には、会社側に申請をして

いただければ特別徴収に切り替えることができますので会社

にご相談ください。

軽自動車税の減免について

個人住民税の納付について

税の納付は口座振替で�

大鹿村の村税等の課税月について 
村税等課税月一覧表
� �������������������������
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南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
を
は
じ

め
と
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
生

か
し
た
村
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と

す
る
大
鹿
村
に
と
っ
て
、
自
然
環

境
を
ど
う
護
り
、ど
う
生
か
す
か
、

と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
高
度
な

知
識
、
経
験
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

必
要
と
す
る
難
問
で
は
あ
り
ま
す

が
、
是
非
と
も
積
極
的
に
取
り
組

ま
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
の
一
つ
で

す
。

　

自
然
保
護
条
例
の
必
要
性
を
、

広
く
深
く
村
民
に
浸
透
さ
せ
る
た

め
に
も
、
ま
た
今
後
予
想
さ
れ
る

行
政
シ
ス
テ
ム
の
変
革
に
か
か
わ

ら
ず
、
行
政
の
方
針
を
貫
く
た
め

に
も
、
条
例
を
徐
々
に
整
備
し
、

実
の
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

本
村
で
は
今
後
の
村
づ
く
り
の

基
本
構
想
と
し
て
、
環
境
と
文
化

を
生
か
し
た
村
づ
く
り
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
村
外
か
ら
、
多
く
の
観

光
客
が
大
鹿
村
に
魅
力
を
感
じ
て

来
村
し
て
、
村
内
の
経
済
を
潤
し

て
初
め
て
、
村
づ
く
り
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
大
鹿
村
の
素

朴
な
風
景
は
、
豊
か
な
人
格
形
成

に
と
っ
て
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
よ
そ
で
は

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
魅
力
が
残
さ

れ
た
大
鹿
村
の
風
景
と
い
う
も
の

を
、
村
を
訪
れ
て
く
れ
る
観
光
客

の
た
め
に
も
、
我
々
自
身
の
た
め

に
も
、
大
事
に
残
し
て
ゆ
く
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
こ
の
大
鹿
村

が
魅
力
あ
る
村
と
し
て
生
き
残
る

た
め
に
は
、
私
た
ち
が
周
囲
か
ら

ど
の
よ
う
な
景
観
づ
く
り
を
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
景
観

づ
く
り
の
本
質
を
知
り
、
そ
れ
を

明
確
な
方
針
と
し
て
行
政
が
示
し
、

村
づ
く
り
の
構
想
の
中
に
組
み
込

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
そ
の
方
針
は
、
大
鹿
村

景
観
づ
く
り
条
例
と
い
う
も
の
を

制
定
し
、
そ
の
中
に
明
記
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
村
内
外
に
周
知
さ

れ
、
政
策
と
し
て
効
力
を
発
揮
す

る
と
考
え
ま
す
。

　

当
部
会
で
は
、
大
鹿
村
自
然
環

境
保
護
条
例
の
改
正
と
同
時
に
、

大
鹿
村
景
観
づ
く
り
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

地
域
や
自
治
会
単
位
で
農
地
・

森
林
荒
廃
の
課
題
の
話
し
合
い
を

持
っ
て
も
ら
い
、
地
域
を
中
心
と

す
る
活
動
を
始
め
て
も
ら
う
。
そ

れ
に
は
、
私
有
林
を
中
心
に
モ
デ

ル
的
な
森
林
整
備
を
行
う
グ
ル
ー

プ
を
結
成
し
、
地
域
の
抱
え
る
課

題
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

村
内
で
の
取
組
み
事
例
の
紹
介
を

お
こ
な
い
ま
す
。

　

「
部
会
の
取
り
組
み
」

①
自
治
会
、集
落
等
に
呼
び
か
け
、

提
案
や
実
施
支
援
を
行
う
。

②
大
鹿
村
の
原
生
林
を
活
か
し
た

11
��環
境
保
全
部
会

環
境
保
全
部
会

考
え
る
委
員
会
』
か
ら
の 
『
　
　
と
　
　
　
　
を 

森 

環
境
環
境 

森 

環
境
環
境 

森 

環
境 

中
　
間
　
報
　
告 

≪

自
然
環
境
の

　

活
用
と
保
護
の

両
立
を
目
指
し
て≫

≪

大
鹿
村

景
観
づ
く
り
条
例
制
定
の

必
要
性
に
つ
い
て≫

22
��
農
林
部
会

農
林
部
会

遊
歩
道
の
整
備

③
里
山
の
整
備
に
よ
る
村
民
・
観

光
客
の
公
園
づ
く
り

④
巨
木
の
拾
い
出
し
と
周
辺
整
備

⑤
釜
沢
の
史
跡
周
辺
整
備
へ
の
協

力

　

平
成
十
六
年
四
月
一
日
よ
り
高

等
学
校
等
通
学
バ
ス
運
賃
補
助
金

交
付
要
綱
が
変
わ
り
ま
す
。
改
正

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
�
改
正
の
内
容

１
） 

交
付
金
額

バ
ス
定
期
券

　
　

月
額　

一
万
八
千
円

　
　

（
旧
月
額　

二
万
円
）

バ
ス
回
数
券　

購
入
金
額
の
百

分
の
六
五
以
内　

（
新
規
）

＊
定
期
券
、回
数
券
併
用
の
場
合
で
も

月
額
限
度
額
一
万
八
千
円
と
す
る
。

２
） 

補
助
金
交
付
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　

及
び
時
期

　

補
助
金
交
付
の
決
定
を
受
け

た
生
徒
は
、
バ
ス
定
期
券
の
写

し
又
は
、
バ
ス
回
数
券
の
領
収

書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
教
育

委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
一
学
期
分
（
四
月
〜
七
月
）

 

八
月
十
日

　

第
二
学
期
分（
八
月
〜
十
二
月
）

 

一
月
十
日

　

第
三
学
期
分
（
一
月
〜
三
月
）

 

四
月
十
日

＊
四
月
一
日
よ
り
バ
ス
定
期
券
の
写

し
が
な
い
場
合
は
、
補
助
金
を
交

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
紛
失
し
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

回
数
券
の
領
収
書
（
氏
名
の
記
入

の
あ
る
も
の
）
は
伊
那
バ
ス
（
株
）

松
川
営
業
所
で
購
入
時
に
発
行
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

３
） 

補
助
金
の
支
払
い
予
定

　
　

第
一
学
期
分　

八
月
末

　
　

第
二
学
期
分　

一
月
末

　
　

第
三
学
期
分　

四
月
末

2
� 

平
成
十
六
年
度
の

　
　
　
　
　
　

交
付
申
請

　
　

別
紙
申
請
書
を
次
の
と
お
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
）
提
出
期
限

　
　

四
月
二
十
日
（
火
）

　

２
）
提

出

先

　
　

大
鹿
村
教
育
委
員
会

　

住
所　

大
河
原
三
九
一－

二

　

T
E
L　

三
九－

二
一
〇
〇

＊
入
学
式
以
後
に
学
校
で
証
明
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
森
と
環
境
を
考
え
る
委
員
会
で

は
、
大
鹿
村
の
自
然
・
景
観
・
環

境
の
保
護
お
よ
び
活
用
、
遊
休
農

林
地
解
消
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま

す
の
で
、
村
民
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

≪

荒
廃
農
地
・

林
地
整
備
対
策≫

通
学
バ
ス
運
賃
補
助
金
の
改
正
に
つ
い
て
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平 成 1 6 年 度　 入 札 予 定 事 業
工 事 箇 所事 業 名担 当 係担 当 課工 事 箇 所事 業 名担 当 係担 当 課

林道鳥倉線
 （小田宅）

村単林道改良工事建 設 係産業建設課下青木防火水槽設置工事行 政 係総 務 課

村内道路
 （環境整備）

緊急雇用創出事業建 設 係産業建設課村内3箇所災害備蓄倉庫整備工事行 政 係総 務 課

村道梨原線 （梨原）村単道路改良工事建 設 係産業建設課落合
防災ヘリポート整備
工事

行 政 係総 務 課

村道河合線 （河合）村単道路改良工事建 設 係産業建設課上蔵・沢戸
大河原簡易水道整備
工事

生活環境係住 民 課

村道沢戸線 （沢戸）村単道路改良工事建 設 係産業建設課下市場
高齢者生活福祉セン
ター増築工事

福 祉 係保健福祉課

村道釜沢中央線
 （釜沢）

村単道路改良工事建 設 係産業建設課沢戸・上蔵地区地籍調査事業管 理 係産業建設課

村道中峯線 （沢井）村単道路改良工事建 設 係産業建設課村有林
流域森林総合整備事
業

農 林 係産業建設課

村道川久保線
 （中峯）

村単道路改良工事建 設 係産業建設課釜沢口・除山
緑資源機構分収造林
受託事業

農 林 係産業建設課

村道沢井線 （樺沢）村単道路改良工事建 設 係産業建設課大西公園整備
新山村振興等農林漁
業特別対策事業

農業委員会産業建設課

村道中沢線
 （上青木）

村単道路改良工事建 設 係産業建設課鳥倉林道終点トイレ設置工事商工観光係産業建設課

村道沢井線 （樺沢）村単道路防災工事建 設 係産業建設課黒川牧道村単牧道防災工事建 設 係産業建設課

パソコン更新事業パソコン購入事業教育委員会教育委員会林道大萱線 （大萱）林道開設工事建 設 係産業建設課

林道中峯黒川線
 （上金橋北）

村単林道防災工事建 設 係産業建設課

　

村
の
観
光
拠
点
と
な
る
大
西
公

園
周
辺
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

隣
接
す
る
自
治
会
、
さ
く
ら
の
会

等
の
各
関
係
機
関
、
グ
ル
ー
プ
の

代
表
者
十
八
名
が
組
織
す
る
「
大

西
公
園
周
辺
整
備
計
画
検
討
委
員

会
」
に
よ
り
、
昨
年
二
月
か
ら
四

回
に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

大
西
公
園
周
辺
を
村
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
、
ま
た
村
外
か
ら
訪

れ
る
方
々
が
、
大
鹿
村
の
風
土
に

触
れ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
を
通
し

て
の
ん
び
り
と
し
た
時
が
過
ご
せ

る
よ
う
な
公
園
を
目
指
し
現
在
計

画
中
で
す
。

　

平
成
十
六
年
度
に
は
青
木
川
小

渋
川
合
流
地
点
の
公
園
整
備
を（
下

記
の
）
図
の
よ
う
に
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

公
園
整
備
に
関
し
て
の
要
望
な

ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
検
討
委
員
会

事
務
局
の
産
業
建
設
課
ま
で
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

大
西
公
園
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
報

大
西
公
園
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
報
告 
大
西
公
園
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
報

大
西
公
園
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
報
告 
大
西
公
園
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
報
告

大
西
公
園
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
報
告 
大
西
公
園
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
報
告

大
西
公
園
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
報
告 
大
西
公
園
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
報
告 

検討図
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回
収
は
年
二
回
の
粗
大
ご
み
の

回
収
日
に
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　

収
集
す
る
紙
パ
ッ
ク
は
牛
乳
や

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
飲
料
を
入
れ
て
い

る
紙
パ
ッ
ク
で
、
内
側
に
ア
ル
ミ

が
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
で
す
。

　

紙
パ
ッ
ク
の
出
し
方
は
、
空
に

な
っ
た
紙
パ
ッ
ク
の
中
を
水
で
す

す
い
だ
後
、
よ
く
乾
か
し
て
か
ら

重
ね
て
丈
夫
な
紐
で
縛
っ
て
下
さ

い
。（
厚
さ
三
十
�
以
下
）

・
紙
容
器
の
内
側
に
ア
ル
ミ
が
貼
っ

て
あ
る
も
の
は「
そ
の
他
紙
」に

な
り
ま
す
。

・
内
容
量
が
五
百
�
以
下
の
物
、

汚
れ
た
物
は
燃
や
す
ご
み
と
一

緒
に
出
し
て
下
さ
い
。

〇
）に
よ
る
相
談
も
お
受
け
し
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

☆
相
談
は

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　

（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で

　

午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で

☆
弁
護
士
相
談
（
面
接
）
は

　

毎
月
の
第
二
・
第
四
木
曜
日（
午

後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
）で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
連
絡
先

�
日
本
損
害
保
険
協
会
関
東
支
部

松
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー

松
本
市
中
央
一－

四－

二
〇

　

日
本
生
命
松
本
駅
前
ビ
ル
七
階

�
〇
二
六
三－

三
五－

七
七
九
〇

交
通
遺
児
等
の

　

育
成
資
金
貸
付
制
度

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
な
く
な
っ

た
り
、重
度
の
後
遺
障
害
に
よ
り
働

け
な
く
な
っ
た
家
庭
の
子
供
で
、中

学
生
以
下
を
対
象
に
無
利
子
で
資

金
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

介
護
料
の
支
給
制
度

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
や
脊
髄

等
に
重
い
傷
害
を
受
け
、
後
遺
障

害
等
級
が
「
一
級
三
号
、
四
号

（
常
時
要
介
護
者
）」「
二
級
三
号
、

四
号
（
随
時
要
介
護
者
）」
の
認

定
を
受
け
る
等
の
重
度
の
後
遺
障

害
者
を
抱
え
る
家
庭
を
対
象
に
援

助
す
る
制
度
で
す
。（
平
成
十
三
年

七
月
よ
り
制
度
改
正
）

　

支
給
額
等
詳
細
に
つ
い
て
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人　

自
動
車
事
故
対

策
機
構
長
野
支
所

〒
三
八
〇－

〇
八
三
六

　

長
野
市
南
県
町
一
〇
八
一

　

（
長
野
東
京
海
上
ビ
ル
四
階
）

�
〇
二
六－

二
二
六－

一
〇
〇
〇

�
〇
二
六－

二
二
六－

一
五
三
〇

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　

相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
�
日
本
損

害
保
険
協
会
の
サ
ー
ビ
ス
機
関
と

し
て
、
全
国
四
十
八
カ
所
に
設
置

さ
れ
、
長
野
県
で
は
松
本
自
動
車

保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
や

自
賠
責
保
険（
強
制
）・
自
動
車
保

険（
任
意
）の
請
求
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
ご
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
一
切
無
料
で
す
。電
話

（
直
通
〇
二
六
三－

三
五

－

七
七
九

平
成
十
六
年
度
か
ら

 
紙
パ
ッ
ク（
牛
乳
パ
ッ
ク
）

の
回
収
を
行
い
ま
す

自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー
の

ご
案
内

交
通
事
故
被
害
者

　

支
援
制
度
に
つ
い
て

自
動
車
輸
送
統
計
調
査

に
ご
協
力
を

　

平
和
な
家
庭
に
突
然
訪
れ
る
自

動
車
事
故
の
悲
劇
。
特
に
、
小
さ

な
子
供
を
残
し
て
親
が
亡
く
な
っ

た
り
、
事
故
が
原
因
で
寝
た
き
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
に

は
、
子
供
の
養
育
費
や
介
護
料
な

ど
経
済
面
で
も
家
庭
に
大
き
な
負

担
が
か
か
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
家
族
を
支
援
す
る
の

が「
交
通
遺
児
等
の
育
成
資
金
貸
付

制
度
」と「
介
護
料
の
支
給
制
度
」で

す
。

貸
付
額
（
一
人
あ
た
り
）

は
じ
め
に
一
時
金

月　

額

小
中
学
校
入
学
支
度
金

返
済
方
法

十
五
万
五
千
円

二
万
円

四
万
四
千
円

最
終
学
校
を
卒
業
後

二
十
年
間
以
内

　

国
土
交
通
省
で
は
、
自
動
車
を

利
用
し
た
人
や
物
の
動
き
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
調
査
報
告
書
を
作

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
自
動
車
に

つ
い
て
輸
送
統
計
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
調
査
結
果
は
交
通

政
策
、
景
気
動
向
、
環
境
問
題
等

の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
広
く
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
に
選

ば
れ
た
人
に
は
２
回
の
調
査
を
お

願
い
す
る
た
め
、
国
か
ら
任
命
さ

れ
た
統
計
調
査
員
が
調
査
票
を

も
っ
て
訪
問
、
ま
た
は
調
査
票
を

郵
送
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
提
出
い
た
だ
い
た
調

査
票
は
国
土
交
通
省
に
お
い
て
管

理
し
、
目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
土
交
通
省
北
陸
信
越
運
輸
局

　
　
　

長
野
運
輸
支
局

�
〇
二
六－

二
四
三－

四
六
四
二



村の行事予定村の行事予定 村の行事予定村の行事予定 村の行事予定 

　口座振替は『安心』『確実』『便利』です。 

　納税のために、わざわざ金融機関又は郵

便局並びに地方事務所の窓口まで足を運ん

でいただく必要がありません。 

　手続きは簡単です。地方事務所又は金融

機関に用意してあります口座振替届出書に

記入捺印されて窓口にお届けください。 

　詳しくは、下伊那地方事務所税務課まで

お問い合わせください。 

（個人事業税も口座振替制度があります。） 

 

住　　所：飯田市追手町２丁目６７８ 

（県飯田合同庁舎３階） 

Ｔ Ｅ Ｌ：０２６５（５３）０４０５ 

Ｅメール：shimochi-zeimu@pref.nagano.jp

自動車税の納税は 
とても便利な口座振替をどうぞ！ 
自動車税の納税は 
とても便利な口座振替をどうぞ！ 
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４月

　１７日　大鹿さくら祭り

　２７日　育林祭

　２９日　河川清掃

５月

　３日　大鹿歌舞伎春の定期公演

　中旬　水防訓練（消防）

　下旬　老人クラブ総会

６月

　上旬　大鹿村登山口開山式

　下旬　粗大ゴミの回収

　

石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て

い
る
又
は
従
事
し
た
こ
と
が
あ
る

労
働
者
に
発
生
し
た
疾
病
（
石
綿

肺
、
肺
が
ん
、
中
皮
腫
、
良
性
石

綿
胸
水
及
び
び
ま
ん
性
胸
膜
肥

厚
）
に
つ
い
て
、
平
成
十
五
年
九

月
十
九
日
以
降
、
労
災
保
険
の
認

定
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
改
正
点
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

１
石
綿
と
の
関
連
が
明
ら
か
な
中

皮
腫
と
し
て
、
認
定
基
準
に
は

「
胸
膜
又
は
腹
膜
の
中
皮
腫
」

が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
「
心
膜
、
精
巣
鞘
膜
の
中

皮
腫
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

２
石
綿
と
の
関
連
が
明
ら
か
な
疾

病
と
し
て
、「
良
性
石
綿
胸
水
」及

び
「
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
」
を

新
た
に
例
示
し
ま
し
た
。

３
石
綿
ば
く
露
作
業
に
つ
い
て
、

過
去
の
労
災
認
定
事
例
等
を
踏

ま
え
て
見
直
し
ま
し
た
。

４
中
皮
腫
に
係
る
認
定
要
件
の
う

ち
、
石
綿
ば
く
露
作
業
へ
の
従

事
期
間
を
「
５
年
以
上
」
か
ら

「
１
年
以
上
」に
短
縮
し
ま
し
た
。

５
肺
が
ん
及
び
中
皮
腫
の
医
学
的

所
見
に
係
る
要
件
の
う
ち
、
石

綿
ば
く
露
指
標
と
し
て
重
要
な

「
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
（
胸
膜
肥
厚

斑
）」
及
び
「
石
綿
小
体
又
は

石
綿
繊
維
」
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立

さ
せ
る
等
の
見
直
し
を
し
ま
し

た
。

　

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
飯
田
労
働
基
準
監
督
署
（
�

自
動
車
税
を

納
税
し
て
く
だ
さ
い

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

　

労
災
認
定
基
準
に
つ
い
て

　

平
成
十
六
年
度
自
動
車
税
の
納

期
限
は
五
月
三
十
一
（
月
）
で
す
。

　

納
税
通
知
書
に
よ
り
お
近
く
の

銀
行
、
信
金
、
農
協
、
郵
便
局
又

は
地
方
事
務
所
税
務
課
の
窓
口
で

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
地
方
事
務
所
で
は
下
記

に
よ
り
特
別
納
税
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
納
税
通
知
書
を
持
参
さ
れ

て
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

夜
間
納
税
窓
口

　

五
月
十
七
日
（
月
）
〜

　

五
月
三
十
一
日
（
月
）

　
　

平
日
の
夜
七
時
ま
で

休
日
納
税
窓
口

　

五
月
二
十
九
日
（
土
）

　

五
月
三
十
日
（
日
）

　
　

朝
九
時
か
ら
夕
方
四
時
ま
で

住　

所　

飯
田
市
追
手
町

二
丁
目
六
七
八

　

（
県
飯
田
合
同
庁
舎
３
階
）

�
〇
二
六
五－

五
三－

〇
四
〇
五

Ｅ
メ
ー
ル

sh
im
o
c
h
i-ze
im
u
@
p
re
f.n
a

g
a
n
o
.jp

〇
二
六
五－

二
二－

二
六
三
五
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

ま
た
、
認
定
基
準
に
つ
い
て
は

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

「
無
料
民
事
介
入
暴
力
一

日
相
談
所
」開
設
に
つ
い
て

　

最
近
の
暴
力
団
は
、
暴
力
団
対

策
法
の
規
制
を
巧
み
に
逃
れ
つ
つ
、

長
引
く
不
況
の
情
勢
下
で
、
債
権

取
立
、
高
金
利
貸
し
、
倒
産
整
理
、

競
売
入
札
妨
害
、不
良
債
権
事
犯
、

産
廃
事
案
、
交
通
事
故
の
示
談
、

図
書
購
入
強
要
等
市
民
の
日
常
生

活
や
経
済
取
引
の
民
事
に
介
入
し

て
、資
金
源
の
開
拓
に
躍
起
に
な
っ

て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
市

民
生
活
保
護
の
立
場
か
ら
「
暴
力

団
被
害
泣
き
寝
入
り
の
防
止
」
の

た
め
、
長
野
県
弁
護
士
会
・
長
野

県
警
察
・
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

の
三
者
共
催
で
、
下
記
の
よ
う
に

「
無
料
民
事
介
入
一
日
相
談
所
」を

開
設
致
し
ま
す
。

日　

時

　

平
成
十
六
年
六
月
十
日
（
木
）

　
　
　

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

場　

所

長
野
中
央
警
察
署
・
長
野
南
警
察

署
・
千
曲
警
察
署
・
上
田
警
察

署
・
小
諸
警
察
署
・
佐
久
警
察

署
・
諏
訪
警
察
署
・
岡
谷
警
察

署
・
伊
那
警
察
署
・
飯
田
警
察

署
・
松
本
警
察
署

　

計
十
一
警
察
署
の
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先

�
長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン

タ
ー

専
務
理
事　

大
久
保
愛
孝

事
務
局
長　

大
日
方
文
武

�
〇
二
六－

二
三
五－

二
一
四
〇
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【税務係からのお知らせ】 【税務係からのお知らせ】 

地方税法の改正に伴い、 
　次のとおり変更となります。 

(1)個人県村民税〈平成16年度より〉 

村民税分の均等割額　2,000円→3,000円 

（県民税1,000円がプラスされて、県村民税の

均等割は4,000円となります。） 

(2)個人県村民税・所得税〈平成17年度より〉 

配偶者控除該当者特別控除（上乗せ部分）の廃止 

（平成16年分の所得から該当します） 

お問い合わせ先 

総務課税務係　緯39－2001

　飯田広域消防から３人目の研修派遣員として、

役場総務課で事務を執らせていただいております。

　３月まで指令係というところで、１１９番の受付

け・同報の放送などをしていましたので、先に声

だけ大鹿村に来て？おりました。まだまだ、慣れ

ずにご迷惑をかけております。これから先、でき

るだけ村内を廻り、地域の皆様の声を聞きながら、

行政を勉強したいと思っております。

　前任者同様、よろしくお願いいたします。

　研修職員として二年間、大鹿村の豊かな自然の

中で、心穏やかな人たちに触れながら行政を学べ

たことに、心から感謝しています。

自分にとって、ここで教えていただいたことは、

今後の仕事をする中で、大きな財産になると思い

ます。

　本当にお世話になりました。

お世話になりました

よろしくお願いします

吉 田 敏 二さん

宮 島　 悟さん

�　

�　

�　

�　

�　

�　

�　

�　

�　

�　

�　

�　

�　

�

保育所入園式 
歌の練習 (4/2)

中学校入学式 (4/5)

小学校入学式 (4/5)

消防団幹部任命式 (4/4)


